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こんにちは！ 展示交流員です。 
 

 

交
流
ノ
ー
ト 

私たちは、琵琶湖博物館の案内だ
けでなく、展示を通してみなさん
と交流し、みなさんに身近な自然
や生活へ目を向けていただく『か
けはし』となっています。どうぞ
お気軽にお声をかけてください。 

石を漱
す す

ぎ流れに枕
まくら
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―湖国の水辺に珪藻を求めて― 
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大塚泰介 

　琵琶湖博物館はしかけの活

動団体である「たんさいぼう

の会」では、珪
けい

藻
そう

という小さ

な生き物を調べています。「た

んさいぼうの旅」「たんさい

ぼうの小さな旅」などと称し

て、これまでに滋賀県内の３

つの湿原と30あまりのため池、

そして３つの河川の全域調査

をしてきました。私は「影の

会長」として、すべての調査

に同行してきました。 

　河川での珪藻調査に、歯

ブラシは必需品です。水中

の石の表面にはりついてい

る珪藻を歯ブラシで丹念に

こすり落とし、蒸留水です

すいでバットから試料ビン

へと洗い流すのです。河原

に座り込んで、流れの音を

耳にしながら石をすすぐ―

たんさいぼうの会はまさに「石

を漱
すす

ぎ流れに枕す」人たち

の集まりです（負け惜しみが

強いとか、言い逃れがうまい

とかの意味ではありませんの

で念のため）。 

　こうして得られた標本を

そのまま観察しても、珪藻

の種を同定することは困難

です。同定のためには、細

胞を覆うオパール製の殻を

細かく観察しなければなり

ません。そこで標本の一部

をクリーニングして永久プ

レパラートを作製し、中に

含まれている珪藻の殻の顕

微鏡写真を撮影して研究材

料にします。 

　たんさいぼうの会が撮影し

た写真の一部は、琵琶湖博物

館インターネットページの「珪

藻図鑑」で公開されています。 
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　「
湖
国
も
ぐ
ら
の
会
」
は
、

鉱
物
や
化
石
に
魅
了
さ
れ
、

採
集
し
た
り
研
究
し
た
り
し

て
い
る
不
特
定
多
数
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
、

琵
琶
湖
博
物
館
で
も
ぐ
ら
の

会
と
博
物
館
共
催
の
展
示
会

が
行
わ
れ
、
見
学
会
、
採
取

会
、
講
演
な
ど
も
合
わ
せ
、

の
べ
約
２
万
人
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

編
集
で
、
会
場
を
取
材
し
た

私
は
、
意
外
な
ほ
ど
た
く
さ

ん
の
化
石
や
鉱
物
が
自
分
の

知
っ
て
い
る
地
域
に
あ
る
こ
と

に
驚
き
、
し
か
も
通
常
の
展

示
と
違
っ
て
異
様
な
ぐ
ら
い
び

っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
た
石
た
ち

に
採
取
者
の
情
熱
に
圧
倒
さ

れ
、
閉
館
時
間
に
な
る
ま
で

展
示
物
に
見
と
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
約
５
年
が
経
過

し
、
再
度
鉱
物
化
石
展
が
開

催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
手

始
め
に
２
０
０
６
年
４
月
〜
５

月
に
か
け
て
プ
レ
鉱
物
化
石

展
を
１
階
の
新
交
流
空
間
に

て
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
ち
ょ

っ
と
手
伝
う
だ
け
の
つ
も
り
で

し
た
し
、
来
観
者
の
方
々
に

ど
う
接
し
て
よ
い
の
か
も
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
化
石

に
触
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
逆
に

知
ら
な
い
情
報
を
教
え
ら
れ

た
り
し
な
が
ら
交
流
す
る
の

が
だ
ん
だ
ん
と
楽
し
く
感
じ

ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
も
っ
と

展
示
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
？
」

と
の
思
い
か
ら
、
何
度
も
見

て
い
た
は
ず
の
琵
琶
湖
博
物

館
の
展
示
室
を
改
め
て
見
直

し
て
み
る
と
、
わ
か
り
や
す
い

説
明
と
今
ま
で
気
付
か
な
か

っ
た
工
夫

に
ま
た
も

や
驚
か
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
目
的
を
持
っ
て
何
か
を
見
つ

め
れ
ば
見
な
れ
た
景
色
も
違

っ
た
面
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

３
月
20
日
〜
５
月
６
日
「
続
・

湖
国
の
大
地
に
夢
を
掘
る
」

で
は
た
く
さ
ん
の
出
合
い
や
体

験
、
地
学
の
魅
力
と
楽
し
い

思
い
出
を
一
人
で
も
多
く
の
方

に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
会
場
を
夢
で
一
杯
に

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　今回は、水族展示室で行わ
れた「交流員と話そう」から
の取材です。来館者の方とど
んな交流があったのでしょうか。 
 
「水生昆虫タガメ」 

（弓削交流員） 
　このテーマを選んだ理由
は？ 
 
　ギャラリー展示「タガベ
ェのため池探検」があり、
タガメにすごく興味を持っ
たからです。 
　名前は知っていたけど、実物
を見たことがない方が多く、「水
生昆虫の王様」と言われている
ことも紹介したいと思いました。 

　どんな交流をされているの
ですか？ 
 
　まず水槽のタガメを見て
もらうことから始めて、来
館者の反応を見ながら交流
しています。カメムシの仲
間であるなどクイズをしな
がらいろんな話をすると盛
り上がる時があります。 

　印象に残ったことは何で
すか？ 
 
　最初は、虫だということ
で「キャー」と言って後ず
さりされていたのが、クイ
ズをした後に、ちょっとタ
ガメが好きになったと言わ
れる方がおられたのが印象
に残っています。また、詳
しく知っている子どももた
まにいますので驚きます。 
 
「チョウザメ」 

（吉田交流員） 
　このテーマを選んだ理由は？ 
 
　「サメやー」と言って通り
抜けて行かれる方の多い人
気のコーナーで、もう少し
この魚のことを知ってもら
いたいと思ったからです。 
 
　来館者の方とはどのよう

な交流をされましたか？ 
 
　サメとは違うこと、棲んで
いるところなど簡単なお話し
をしながら交流しています。 
 
　来館者の反応はどうですか？ 
 
　サメじゃないことがわか
って、「へーそうか」と驚い
て帰っていかれる方がいま
す。琵琶湖でも捕まること
を知っている来館者の方も
おられ、そうするとブラッ
クバスの話にまで広がるこ
ともあります。 

▲安曇川上流（大津市）でとれた珪藻 

水槽のタガメを見ながら交流 

子どもたちとチョウザメの話 
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